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-ネズミ駆除の殺そ剤申込みは25日まで

ネズミ駆除が 1月23日から28日まで、全市内一斉

に行なわれます。

殺そ斉1)の 申込みを20日まで受けつけましたが、ま

だ申込みをしていないところは、 25日までに申込

んでくださし、。 (保険衛生課)

四
H
ク
ラ
ブ
の

発
表
会

大
村
市
青
少
呼
四
川
ク
ラ
ブ

会
で
は
、
二
月
三
日
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
加
訪
公
民
館
で
、
産
業

研
究
実
績
発
表
会
を
聞
き
ま
し
た

発
表
者
は
ク
ラ
ブ
員
六
名
で
、

審
査
の
結
果
、
つ
ぎ
の
か
た
が
入

賞
レ
ま
し
た
。

翻
訪
問

H
ク
ラ
ブ

山
田
弘
志

(
春
播
白
菜
の
ト
ン
ネ
ル
栽
崩
)

緑
光
凶
1

ク
ラ
ブ
島
出
健
吾

(黒
田
五
寸
人
参
に
よ
る
肥
料
訊

験
の
経
済
効
凍
五
つ
い
て
H
国
田

氏
、
今
富
ク
ラ
ブ
高
品
川
幸
一
、

同
誌
春
説
、

扇
製
ク
ラ
ブ
川
竹

安
雄
、
縁
光
ク
ラ
ブ
井
村
利
間

以
上
五
名
の
共
同
研
究
)

(
写
真
は
研
究
成
果
を
発
表
す
る

ク
ラ
ブ
員
)
(
農
林
諜
)

1I 

給
与
所
得
者
は
曽田一-

月
か
ら

扶
養
控
除
の
引
上
げ
な
ど
で

減税配

偶

者

控

除

新

設

の

行
税

率一O
%

一
五
。

一一

0
9

二
五
。

自
転
車
を
抑

ι
4
M歩
行
者
(1) 

昨
年
十
二
月
か
ら
道
路
交
通
取
締
法
が
、
新
し
く
道
路
交
通
法

K
改
め

ら
れ
ま
し
た
。
新
し
い
道
路
交
通
法
で
は
、
歩
行
者
を
強
く
保
設

し
て

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
保
設
は
「
正
し
く
歩
く
人
」

だ
け
が
う
け

ら
れ
る
も
の
で
す
。

「
正
し

い
歩
き
方
」
と

は
ど
ん
な
も
の
か
、
以
干
説
川
し
ま
す

の
で
、

こ
れ
を
身
に

つ
け

て
、
事
故
の
な
い
何
日
を
送
り
た
い
も

の
で
す
。

ω
歩
行
者
と
は

自
動
車
や
自
転
車
に
乗
っ
た

り
、
ま
た
車
を
ひ
い
た
り
(
車

両
)
し
な
い
で
、
道
路
を
歩
い

て
い
る
人
は
、
す
べ
て
「
歩
行

者
」
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

乳
母
車
を
押
し
た
り
、
幼
児
が

小
さ
な
三
輪
者
に
の
っ
て
い
る

場
合
も
、
自
転
車
を
押
し
て
い

る
と
き
も
歩
行
者
と
い
う
乙
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
牛
馬
を

ひ
い
て
い
る
人
は
歩
行
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

小山

歩

竹
の
仕
方

歩
行
者
の
交
通
事
故
は
ほ
と

ん
ど
注
意
し
な
い
で
、
歩
い
て

い
た
た
め
起
き
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
ほ
と
ん
ど
が、

無
意
識
に

通
行
し
て
い
る
か
ら
で
ヲ
。
そ

と
で
交
通
事
故
に
か
か
ら
は
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

交
通
の
状
態
と
か
、
自
動
車
は

ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
か
と

か
、
信
号
機
の
信
号
や
、
警
察

官
の
手
信
培
に
よ
く
注
意
し
て

通
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

す
べ
て
の
人
が
、
こ
の
よ
う

に
注
意
を
し
て
通
行
す
れ
ば
、

大
部
分
の
交
通
事
故
は
防
ぐ
こ

と
が
で
き
あ
訊
で
す
。
で
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
、
そ
れ
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
ょ
う
。

いい
右
側
通
行

歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る

特例法による給与所得者の税負担額表 (月額)
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道
川
町
で
は
、

図
の
よ
う
に
歩
道

を
辿
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
乙
の
場
合
歩
道
の
ど
ち
ら

に歩近工事~の区分のある幻各う

問内jα~ 必 t
、~ほ←QJ ;r ~ 

似d
を

諸控除新旧対照表

が
、
歩
道
の
中
で
も
右
側
存
歩

く
よ
う
に
願
い
た
い
も
の
で
す

し
か
し
こ
の
道
路
で
は
、
学
生

生
徒
の
隊
列
、
葬
列
、
ま
た
は

銃
砲
帯
携
帯
し
た
自
衛
隊
の
行

列
(
百
人
以
上
)
お
よ
び
旗
、

の
ぼ
り
等
を
携
帯
し
、
か
っ
、

と
れ
ら
に
よ
っ
て
気
勢
を
張
る

行
列
(
百
人
以
上
)
お
よ
び

象
、
き
り
ん
、
そ
の
他
大
き
な

動
物
を
ひ
い
て
参
加
す
る
行
列

は
車
道
の
右
側
を
通
行
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歩
道
と
車
道
の
区
別
の
な
い

道
路
で
は
、

右
側
の
端
を
通
行

す
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

こ
れ
に
対
し
車
は
左
側
を
通
行

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
人
と
車
が
向
い
あ
っ
て
通
行

す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

日目
道
路
の
償
断

道
路
を
横
断
す
る
と
き
が
一

番
危
険
で
す
か
ら
細
心
の
注
意

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
一
配
偶
者
の
控
除
額
は
九
万
円
。
一

②
配
偶
者
が
扶
養
親
族
に
該
当

乙
の

一
月
か
ら
減
一
(
配
偶
者
を
扶
養
親
族
の
う
ち
に
一
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
一
人
目
の

税
に
な
り
ま
し
た
一合
め
、
控
除
額
は
七
万
円
)

一
控
除
額
は
七
万
円
。
宝
万
円
)

目
下
回
会
で
審
議
一

:
!
9
6
1
1

一
①
給
与
所
得
に
関
す
る

定
額

さ
れ
て
い
る
所
得
税
の
減
税
法
案
一
一

扶

養

控

除

額

一控
除
の
新
設
。
給
与
所
得
の

は
四
月
か
ら
公
布
さ
れ
一
月
に
さ
一

一

の

引

き

上

げ

一
一
収
入
金
額
か
ら
一
万
円
の
定
額
控

か
の
ぼ
っ
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
一
一
i
li
-
-J
i
lo
l

o
-
e
l
J
i
l
li

一除
を
行
な
い
、
そ
の
残
額
に
つ
い

す
が
、
一
般
の
人
は
四
月
の
正
式
一

ー①
扶
養
親
族
の
う
ち
十
五
才
以

一て
四
十
万
円
ま
で
ニ
O
弘
、
四
十

減
税
を
待
っ
て
い
て
も
不
便
は
あ
一
上
は
五
万
円
。
十
五
才
未
満
は
三

一万
円
超
一

O
%を
控
除
し
最
高
限

り
ま
せ
ん
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は

一
万
円
。
乙
の
年
令
は
、
今
年
の
十
一
度
十
二
万
円
。
(
般
入
金
舶
に
つ

現
実
に
毎
月
納
税
し
な
げ
れ
ば
な
一
二
月
三
十
一
日
現
在
で
判
定
す
る
一

い
て
四
十
万
円
ま
で
ニ
O
%
、
四

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
末
一
(
年
令
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
に
一
三
十
万
円
超
一

O
%を
控
除
し
最
高

の
国
会
で
特
別
法
(
昭
和
三
十
六
一
万

円

)

一

限

度

十

二

万

円

)

年
分
の
給
与
所
得
等
に
対
す
る
所
一
白
--ZE
----Ethi
--z
z--ZE
i
-
-
-
E・E
・-占

T
j
i-
-z

得
税
の
源
泉
徴
集
の
臨
時
特
例
に
一

税
率
の
引
き
下
げ

関
す
る
法
律
)
が
成
立
し
、
乙

の

一

改

正

現

一
月
か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り
減
税
に
一
課
税
総
所
得
税
率
課
税
総
一
附
得

な
り
ま
す
。
(
か
っ
こ
内
は
現
行
)
一

十
五
万
円
以
下
一

O
%

十
万
円
以
下

四

十

万

円

。

一

五

h
q

二
十
万
円
。

七
十
万
円
。

ニ
0
0

五
十
万
円
。

百

万

円

。

二

五

hv

百
万
円
。

(以
下
現
行
と
同
じ
)

(
以
下
省
略
)

横
断
歩
道
口
右
図
の
よ
う
に

白
ペ
イ
ン
ト
や
、
ビ

ヲ
ウ
等
で

路
印
刷
協
一不
が
し
て
あ
り
、
間
断

一

歩
道
の
出
誠
か
す
て
で
あ
る
一小川
一

で
す
。

一

ロ
【
横
臥
ヲ
る
方
法
】

一

①
信
号
機
や
、
持
察
官
が
交
通
一

整
理
を
し
て
い
る
場
合
は
信
号
一

に
従
っ
て
横
断
し
な
け
れ
ば
な

一

り
ま
せ
ん
。

信
号
機
の
場
合
は
一
市
内
の
本
経
寺
並
び
に
長
安
守

「
青
色
」
の
信
号
が
出
る
ま
で

一で
は
恒
例
の
寒
修
行
を
行
な
い
、

普
察
官
の
手
信
号
の
場
合
は

一栂
信
徒
の
薪
進
に
よ
る
浄
財
を
社

「進
め
」
の
信
号
か
あ
る
ま
で

一会
福
組
事
業
の
一
部
に
役
立
て
て

一

止
ま
っ
て
符
っ
て
い
な
り
れ
ば
一欲
し
い
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
共
同
一

な
り
ま
せ
ん
。

「貰
色」

の
恒

一募
金
会
大
村
市
支
会
ヘ
新
村
さ
れ
F

号
、
警
察
官
が
頭
上
に
両
手
を

一ま
し
た
υ

一

上
げ
た
場
合
、
横
断
を
同
じ
め

一

六
千
向
山
本
れ
守
山
部
行
間
，

て
い
な
い
人
は
止
ま

っ
て
ね

一

三
千
円
山

長
官
寺
基
行
凶

ち
、
横
断
中
の
者
は
早
ぐ、

航
一
ま
た
、
市
内
山
教
法
人
民
山
教

断
し
て
レ
ま
う
か
、
横
断
を
や

一会
集
修
行
凶
代
表
林出
陣
織
太
郎
さ

め
て
引
き
返
さ
な
り
れ
ば
な
り

一ん
は
、
信
徒
の
河
進
に
よ
る
門
出

ま
せ
ん
。

一を
社
会
福
組
事
支
の
一

部
に
と

一

交
さ
点
で
は
、
右
折
や
左
折
一
千
円
そ
効
村
さ
れ
ま
し
た
。

す
る
車
が
あ
る
の
で
、
乙
れ
に

(

抑

制

単

務

耐

)

(歩&宇乏の臼1]のなJyipわ
〈目

ξコ20

内
)
に
横
断
歩
道
が
あ
れ
ば
必

ず
横
断
歩
道
を
横
断
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

『ー一-'-一一」ーーー一一ーーー

的し

「
」つ 」芸詮

注
意
し、

急
に
出
道
L
飛
び
出

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
(
だ
図

の
と
お
り
)

l
L

「

ま
た
、
歩
行
者
が
横
断
歩
道

を
通
行
し
て
い
る
場
合
に
は
、

車
は
、
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ

な
い
よ
う
に

一
時
停
車
す
る
か

徐
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で、

車
が
接

近
し
て

来
て
も
一

あ
わ
て
一

な
い
で

一

早
く
横

一

断
し
な
一

7
1
3

一

l
j
t
V

圃

な
り
ま
一

せ
ん
。

一

(
以
下

一

次

口

勺

)

品

'わ

o 

~~ W 
2z
r
・2
2-
z
・・2
z
z
z
=
g
a
f
・=
2
2
r
・2、
.a
，.

寒
修
行
の
浄
財
を
容
付



打
出
血
一
7
0
d
司一ド

-li
t
-
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λ
メ
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1
4
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r
b
/
バ
-

(二)

記
念
日

に
職
員
を
表
彰

門
式
稗
要
旨
】

わ
が
大
村
市
の
誕
生
は
軍
都

の
鴨
で
産
ぶ
声
を
あ
げ
全
国
市

制
の
順
か
ら
い
っ
て
百
八
十
八

番
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す。
そ
れ
か
ら
十
九
年
、
そ
の
間

終
戦
後
の
あ
の
悲
惨
な
状
態
か

ら
よ
く
脱
却
し、

他
市
よ
り
も

悪
条
件
に
お
か
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
市
民
の
終
始
変

ら
ざ
る
復
興
意
欲
と
市
政
に
対

す
る
温
か
い
協
力
が
立
派
に
笑

希
結
び
、
県
下
で
も
工
業
、
産

市
で
は
市
川
仰
行
十
九
周
年
記
一ま
し
た
。

念
日
の
二
月
寸

一
日
午
前
十
時
か
一
般
表
彰
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

ら、

全
職
員
が
議
場
に
集
ま
り
、

一す。

パ
ソ
一

記
念
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

一

昨

一

式
は
大
村
市
長
の
式
辞
(
別
旦

安

年

制
一続
者
〕

辺
一

の
と
お
り
)
の
あ
と
永
年
勤
続
お
一古
田
正
列

(刊
本
糾
)
山
浦
政
事

1
a

目

仁
、
-
よ
び
行
政
事
務
に
と
く
に
功
労
の
一
(
山
林
瓢
)
森
林
勝
美

(福
重
出

一
あ
っ
た
職
員
五
大
村
市
長
か
ら
、

一張
所
)
志
田
仏
ニ

(
福
祉
事
務

一
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た。

一所
)
今
里
催

(農
業
委
員
会
)
雌

一

と
の
あ
と
森
市
議
会
議
長
の
お
一
元
富
士
夫

(保
衛
謀
)
松
尾
茂

一
祝
い
の
乙
と
ば
、
被
表
彰
者
代
表一

(水
道
説
)
高
辻
久
次
郎
(
福
組

h
り
一

吉
田
商
工
爪
住
掛
長
の
謝
辞
が
あ
一事
務
所
)
長
山
仁
(
建
設
課
)

っ
て
、
全
劃
「
大
村
市
歌
」
を
斉
一山
州
統
子

(
福
祉
事
務
所
)
村
田

唱
し
て
式
が
閉
じ
ま
し
た
。

一笛
重

(松
原
出
張
所
)
松
本
則
幸

路
上
昭
恥
三
十
一
年
以
旅
新
聞
一
(
財
務
部
)
料
以
明
山
内
(
税
務
一
K
凶
や
(
庶
務
課
H
広
報
事
務
)

記
者
と
し
て
永
咋
市
政
の
報
道
に
一課
)
森
一
郎
(
企
同
室
)
福
井
消
一
佐
竹
茂

(同
H
同
)
松
山
正
敏

尽
力
さ
れ
た
西
日
本
新
聞
社
大
村
一次
(
水
道
諒
)
一
蹴
孫
作

(同
)
一
(
庶
務
課
N
統
計
事
務
)
橋
本
作

支
局
長
紺
野
哲
雄
民
に
大
村
市
長
一
古
川
定
(
同
)
閥
的
信
太
郎
(
教
一
一

一
(
市
民
課
H
人
口
動
態
調
査
事

か
ら
感
謝
状
と
配
念
品
が
贈
ら
れ
一一安
H
竹
松
小
学
校
)

一務
)
緒
方
彦
市

(市
民
課
日
外
国

よ大村市 政だ
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一一. 
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(毎月 18，10日，ro日実行)

豚
コ
レ
ラ
の
予
防
注
射

さ
百
聞
)

昭
和
三
十
六
年
度
第
一
回
目
の
竹
位
地
区
三
月
九
t
十

一
日

予
防
注
射
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施

さ

一日
間
)

し
ま
ず
か
ら
、
豚
飼
育
者
の

方

々

福

重

地

区

三
月
十
三

・
十
四

は
全
面
的
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
日
(
二
日
間
)

全
部
の
豚
が
予
防
注
射
を
受
け
ら

大
村
地
区

三

月
二
十
二
J
ニ

れ
る
よ
う
切
望
し
ま
す
。
十
四
日
(
コ
一
日
間
)

ち
か
ど
ろ
新
し
く
豚
を
飼
わ
れ

萱
瀬
地
区

三

月
二
十
五
日

ま
し
た
か
た
は
各
々
関
係
農
協
ヘ

(一

日
間
)

そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
松
原
地
区
三
月
二
十
甘
J
ニ

』

注
射
当
日
大
悶
そ
の
他
の
理
由
十
九
日
(
三
日
間
)

に
よ
っ
て
閉
止
し
た
地
域
、
ま
た

ム
予
防
注
射
手
数
料

は
部
落
等
に
対
し
て
は
、
改
め
て
利

一
一期
に
つ
き

二
十
キ
ロ
以

期
日
を
各
々
農
協
を
通
じ
て
お
知
上
百
十
円
(
証
明
書
交
付
料

ら
せ
し
ま
す
。

十

円

発
含
む
)

ム
実
施
区
域
お
よ
び
期
日

二
十
キ
ロ
以

γ

西
大
村
地
区
二
月
二
十
f
一一

(同
)

十
四
日
(
五
日
間
)

三
浦
地
区

三
月
一ニ

・
四
日

(
二
日
間
V

鈴
田
地
区

三
月
六
J
八
日

昭和何年 2月20日
(昭和33年4月12日第三種罫便物認可)

ノ¥

ート
円

奨
学
生
を
募
集

乙
の
た
び
、
昭
和
三
十
六
年

度
長
崎
県
育
英
会
の
奨
学
生
募

業
な
と
各
方
面
に
わ
た
っ
て
重

要
な
役
割
ゆ
果
し
て
い
る
大
村

市
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま

す。
ζ
れ
も

一
重
に
先
闘
の
方
々

を
は
じ
め
、
市
職
員
各
位
の
力

で
は
な
か
っ
た
も
の
の
物
的
な

も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
な

衝
搬
は
そ
れ
ま
で
に
な
く
大
き

な
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
り
ま

す。
皆
さ
ん
も
ど
承
知
の
と
お
り

市
勢
進
展
に
微
力
を

が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
と
と
で
あ
り
ま
す
。

と
く
に
私
た
ち
が
銘
記
す
る

事
柄
と
し
て
は
、
昭
和
三
十
二

年
の
大
水
害
で
あ
り
ま
す
。

十日

い
に
し
て
諌
早
市
ほ
ど
の
惨
事

峨
員
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内
各
関

係
機
関
の
犠
牲
的
な
媛
助
は
予

祖
列
に
復
興
が
侃
進
さ
せ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

市
と
し
て
も
農
業
経
済
の
立

直
り
ゃ
、
一
般
市
民
の
住
宅
解

決
な
ど
の
ほ
か
、
河
川
、

道
路

の
整
備
、
改
修
に
努
め
、
惑
い

昭
和
三
十
五
年
度
に
お
い
て
一

応
予
定
事
業
に
終
止
符
を
打
っ

と
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
立
す

乙
れ
も
皆
さ
ん
万
の
公
僕
精
神

の
発
躍
で
あ
り、

愛
市
精
神
に

燃
え
る
皆
さ
ん
の
熱
情
で
あ
る

と
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

ど
う
や
ら
大
村
市
も
近
代
都

市
造
り
に
一

歩
踏
み
出
し
た
感

が
あ
り
ま
す
。

懸
案
と
な
っ
て
い
た
弦
仰
の

多
目
的
ダ
ム
の
完
成
も
間
近
か

と
な
り
ま
し
た
が
、
乙
わ
ダ
ム

の
利
用
さ
れ
る
時
乙
そ
大
村
市

が
大
き
く
飛
躍
す
る
年
で
あ
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

乙
う
い
「
た
意
味
か
ら
、
わ

が
大
村
市
は
県
下
の
主
要
都
市

と
し
て
産
業
、
工
業
面
ヘ
伸
び

て
い
く
要
素
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
も

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

乙
乙
に
十
九
周
年
記
念
日
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
乙
の
日
を

駕
義
あ
ら
し
め
る
た
め
に
も
、

乙
の
日
そ
新
し
い
出
発
日
と
し

て
、
市
勢
進
展
の
た
め
に
皆
さ

ん
と
と
も
に
微
力
を
さ
さ
げ
る

と
と
や
苦
い
た
い
と
存
じ
ま
す

【
功
労
者
】 ====z-zz
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人
登
録
事
務
)
宕
永
米
市

(松
原
一
録
、
人
口
移
動
報
告
事
務
処
盟
)

一似
育
に
欠
け
る
満
ニ
才
以
上
就
学

出
張
所

H
同
)
谷
口
勝
人
(
慰
設
一税
務
課

(
納
税
に
能
端
的
方
式
全
市
立
保
育
所
と
消
息
削
保
育
園
の
入
一ま
で
の
児
証

謀
H
災
お
復
旧
の
大
上
戸
川
拡
辰
一
採
目

)tA片
山
係
(
え
主
回
復
一
所
児
童
を
つ
ぎ
の
と
お
り
み
集
し
一
ム
非
集
人
以
池
田
保
育
所
、
中
央

B
一

}
f
-i

一ま
す
。
な
お
、
定
員
こ
遥
レ
た
場
一保
育
所
、
三
城
似

パ課

(災
告
一

』

一

一合
は
期
限
前
に
締
め
切
り
ま
す。

一名
菅
制
保
育
園

一
ム
該
当
児
童

保
説
者
が
共
綜
ぎ
一
ム
受
付
則
凶

(庶
務
課
)
一
や
病
気
等
の
理
由
に
よ
り
日
々
の

人
(
西
大
村
出
張
所
H
同
)

市
民
税

(社
民
監
録
、
州
国
人
登

初
の
美
術
展
覧
会
開
く

申
込
み

3
月
向
日
ま
で
・
気
軽
る
に
出
品
を

従
一九
当
大
村
市
の
交
化
的
行
事
美
術
の
芽
を
育
て
て
ゆ
く
乙
と
が

は
各
種
文
化
団
体
に
よ
る
単
独
の
ね
ら
い
で
あ
り
ま
す
。

展
覧
会
や
発
表
会
な
ど
が
開
催
さ
市
民
の
ど
な
た
で
も
気
軽
る
に

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
別
項
の

参
加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

よ
う
に
市
が
主
悩
し
て
既
設
文
化
【
第
一

回
大
村
市
美
術
展
覧
会
開

団
体
並
び
に
全
市
民
か
ら
の
公
募
催
要
羽
】

に
よ
る
総
合
美
術
展
を
開
催
す
る
一
、
名
称

大
村
市
美
術
展
覧
会

と
と
に
な
り
ま
し
た
。

ニ
、
主

催

大
村
市

乙
の
よ
う
な
催
し
に
よ
り

市

民

大

村

市

教

育

委

員

会

の

情

操

教

育

の

一

助

と

親

陪

融

和

市

美
術
展
委
員
会

と
を
は
か
り
、
ま
た
若
き
次
代
の

三
、
会
場
大
村
市
中
央
公
民
館

中
央
公
民
館
事
務
室

申
込
用
紙
を
使
用
の
乙
と

用
紙
は
市
教
盲
安
員
会
社
会
教

育
課
内
に
準
備
す
る

市
道
北
川
内
線
を
ダ
ム
工
事
の

8

作
品
の
搬
出

た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
交
通
止
め

三
月
二
十
一
日
市
民
終
了
後
係

を
し
ま
す
。

市
道
北
川
内
線
入
口

員
立
会
の
上
行
な
う

の
橋
か
ら
杉
本
宅
上
流
約
三
百
メ

9

作
品
の
保
管

ー
ト
ル
ま
で
、

二
月
一
日
か
ら
十
作
品
受
付
日
よ
り
展
覧
会
絡
了

二
月
末
日
ま
で
の
予
定
で
す

。

後

三
日
間
の
則
閥
、
運
営
委
員
会

が
保
管
の
責
任
を
持
つ
。
た
だ
し

交
通
止
め
に
と
も
な
い
黒
木
ト

丈

Z

二
|
υ

不
可
抗
力
の
災
害
そ
の
他
の
場
合

学
校
下
流
の
白
川
橋
か
ら
七
川
-V

第一

部

洋
画

(版
画
)
部

ゴ

は

そ

の
賀
を
負
わ
な
い

公
民
館
前
を
経
て
交
通
止
め
の
終

ド
三
O
号
(三
代
×
二
・
四
尺

)

却

審
査

点
仁
通
ず
る
道
路
を
新
設
し
た
の

以
下
と
し
額
桜
に
入
れ
る
こ

と

行

な

わ
な
い

第
二
部
日
本
国
部

で
ど
利
用
く
だ
さ
い。

ソ

L

H

後
段

二
つ
折
肝
凪
以
下
と
し
表
具
を
付

た

だ

し

、

四

ト

ン

ト

ラ

ッ
ク
リ
ロ
事
務
局

け
る

上
の
車
両
は
通
行
て
ぎ
ま
せ

ん

大

村

市

教

茸

安
員
会
社
会
教
育

第

三

部

南

画

部

長

ミ

¥

・

も
急
建
、
1
4
葉、

t
急
電
4
P
忠
ミ
キ
S
ミ

t込
s
t
s同

国

¥tsミ
、d

課
内

(竃
一詰
四
五
七
)

二
つ
折
鮮
風
以
下
と
し
表

具

を

付

彫

盟

主

芸

部

し
て
各
部
門
五
人

(五
点
)
ま
で

百

五

十

円
を
納
入
す
る

(

運

営

(

市
教
委
社
会
教
育
謀
)

け
る

西

洋

氏

全

氏

大
と
し
枠
張
り
ま
た

み
と
め
る
。
そ
の
場
合
委
員
長
の
資
金
と
す
る
)

第
凶
部

車

部

は
台

T一
一
け
る
。
そ
の
他
民
一F

採
択
に
よ
り
決
定
す
る

5

出
品
作
品
は
良
風
美
俗
を
害

画
仙
紙
全
紙
以
下
と
し
、

か
り
表
に
都
合
の
よ
い
て
い
さ
い
に
す
る

3

出
品
作
品
の
制
限
お
よ
び
点
し
な
い
範
囲
の
も
の
に
限
り
審
査

装
、
表
装
、
枠
張
り
と

す

る

数

員

、

運

営

委

員

の

審

議

を

経

て

決

第
五
部
写
真
部

2

出

品

資

格

ィ

、

出

品

作

品
は
自
作
、
未
発

定
ず
る
。

印
画
紙
六
つ
切
り
以
上
と
し
枠
張
大
村
市
在
住
者
一
般

(
但
し
小

表
の
も
の
に
限
る
。

6

出
品
申
込
期
日

り

ま

た

は

台

紙

を

付

り

る

中

学

生

を

除

く

)

口

、
出
品
点
数
は
各
部
一

人
三

三
月
十
三
日
午
後
五
時
交
で

組
写
真
は
最
大
作
品
の
大
き
さ
を
職
場
が
大
村
市
に
あ
る
通
勤
者
点
以
内
と
す
る
。

7

作
品
搬
入
並
び
に
場
所

全

紙

大

以

下

と

す

る

は

在

住

者

に
準
ず
る
。

4
出

品

手

数

料

三

月

十

一

日

i
三
月
十
三
日

第
六
部
商
業
美
術
部
近
接
市
町
村
よ
り
賛
助
出
品
と
一
部
門
(
三
点
ま
で
)
(
午
前
九
時
J
午
後
五
時
)

復
旧
事
業
に
尽
力
)

-------' 
出

品

規

定

1 

出
品
作
品
の
部
門

体
裁

保
育
児
手
募
集

三
十
名

2
月
汎
日
J
m
日

(福
祉
事
務
所
)

ー

-
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一
-
.. -
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凡例士会?矧
・…新設道路

…

施
し
た
が
よ
い
。
司
肥
の
時
期

小

は
阜
中
晩
生
に
よ
っ
て
多
少
県

小

な
り
ま
す
が
、
大
体
玉
の
太
り

…

麦

の

穂

肥

H
下
旬
は
掛
肥
は
じ
め
る

一
カ
月
前
く
ら
い
か

仰
の
時
期
で
す
。
空
育
の
状
汎
そ
ら
玉
の
太
り
は
じ
め
る
乙
ろ
ま

川
見
て
施
し
ま
し
ょ
う
。
大
体
怖

で
に
や
る
れ
り
が
よ
い
。
早
庄
は

安
換
算
で
七

・芥
キ
ロ
グ
ラ
ム
今
月
中
に
終
っ
た
が
よ
い。

ぐ
ら
い
で
す
。

馬

鈴

薯

U
番
馬
鈴
薯
の
出

水
稲
早
期
栽
培

H
早
湖
付
は
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
に
行

栽
倍
じ
必
要
な
資
材

(種
籾

・

な
う
。
種
い
も
は
ウ
ス
ブ
ル
ン

油
紙

・
粗
ガ
ラ
偶
炭
・
担
土
材
の
八
百
倍
に
三
十
分
山惜
し
て
泊

料
等
)
の
準
備
を
急
ぎ
ま
し
ょ
毒
を
し
よ
う
。
悩
付
は
腿
い
い

う

。

中

に

行

な

っ

十

万

が

よ

い

。

玉
ね
ぎ
の
追
肥
H
チ
ッ

柑
橘

H
M
定
は
感
皆
の
お

ソ
分
は
ニ

l
三
月
が
最
も
多
く
そ
れ
の
な
い
所
か
ら
三
月
に
か

し
か
も
効
果
的
に
股
枚
さ
れ
ま
り
て
順
次
行
な
い
ま
す
。

主
校

す。

一ニ
月
中
、
下
旬
ま
で
の
間

三
本
、
問
主
位
六
y
九
本
と
し

に
ニ
J
一
ニ
固
に
分
け
て
脳
し
ま

太
い
校
の
多
い
も
の
は
逐
次
削

し
よ
う
。
カ
リ
分
も
同
時
期
に
引
い
て
行
き
ま
す
。

農

事

メ

ヰ与
~' 

集
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
強
健
で
あ
り
、
経
済
的
理
由
に
四
、

会
期
三
月
十
八
日
か
ら
三

ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た

し

よ

り
大
学
に
進
学
が
困
難
な
も
月
二
十
一
日
ま
で
凶
日
間

ま
す

。

の

ム
お
集
制
間
二
月
二
十
四
日
ム
応
語
手
続
期
日
ま
で
に
大

か
ら
三
月
十

日

ま

で

村

市

教
育
査
員
会
へ
申
込
書
を

ム
採
用
予
定
人
員
五
十

名

提

出

し

て
く
だ
さ
い。

(

全

県

下

)

応

募

替

類

は

委

員

会

庶
務
課
に

ム
応
募
資
格
長
崎
県
内
に
庄
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

所
を
有
す
る
者
の
子
弟
の
う
ち
(大
村
市
教
育
委
員
会
)

学
術
優
秀
、
品
行
方
正
、
身
体

萱
瀬
ダ
ム
工
事
の

た
め
交
通
止
め

発
明
と
産
業
展

と
の
た
び
九
州
発
明
協
会
連

・
盟
の
設
立
十
周
年
を
記
お
し、

発
明
に
闘
す
る
諸
資
料
等
そ
展

示
す
る
と
と
も
に
柴
綬
(
監
綬

も
含
む
)
褒
章
受
章
者
な
ら
び

に
中
央
、
地
方
優
秀
発
明
受
賞

者
の
功
績
を
顕
彰
し
、

発
明
振

興
に
資
す
る
乙
と
を
目
的
と
し

成
リ
停
に
は
川
返
レ
例
定
を

不
作
年
に
は
附
引
一則
定
在
行
な

い
ま
す
。
な
お
、
不
作
年
の
も

の
は
若
干
お
く
ら
し
て
回
定
し

た
方
か
よ
い
o

M

幼
不
、
沼
市
小
は
い
た
ず
ら
に
吋

樹
形
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
に
一

樹
の
生
育
状
限
を
一九
て
、
自
然

一

の
習
任
に
い
叫
応
ヲ
る
よ
う
飢
山
一

の
な
い
則
定
か
行
な
う
べ
き
で

…

ず
。
生
討
小
山
い
樹
臼
軽
く
し
一

良
好
な
も
の
は
主
校
の
先
附
は

一

充
実
し
た
部
仙
ま
で
切
返
え
し

w

側
一
校
は
近
れ
卜
が
っ
た
と
ζ
ろ

~

だ
け
を
切
返
え
万
科
岐
に
止
め
…

ょ

う

。

小

で
き
る
だ
け
刷
れ
を
官
官
さ
な
小

い
以
は
成
す
よ
う
に
し
た
い
も

川

の
で
す
J
O

…

2〈
J
;
2
5・.叫

て
、
発
明
と
産
業
以
示
会
が
開

催
さ
れ
る
乙
と

μ
な
り
ま
し
た

の
で
、
ど
桁
引一
一の
か
た
は
出
品

さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

川崎一-小
内
谷
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

ム
紫
級
住
ギ

(牒
綬
も
含
む
)

受
賞
者
発
別
品
(
九
州
管
内
を

主
と
す
る
)

ム
中
央
、
地
方
発
同
表
彰
受
説

者
発
刷
品
(

0

)

ム
一
般
の
倒
禿
発
明
者
出
品

(特
許
、
実
用
新
民
、
意
JKを

合
む
)

ム
未
実
施
化
発
明
者
東
口
川(んザ)

ム
一
般
の
代
表
的
制
棋
と
尚
品

ム
特
許
庁
特
別
出
品

な
お
、

本
期
間
中
発
明
相
談

所
の
開
登
山
誌
を

震

に
闘

す
る
ク
イ
プ
等
が
併
催
さ
れ
ま

す
。

マ
会
場
お
よ
び
期
間

福
附
市
岩
田
屋
日
四
月
十
八
両

i
二
十
三
日

八
幡
市
井
筒
屋
川
四
月
二
十
五

日
/
一
二
十
日

マ
申
込
期
日

二
月
二
十
八
日
ま
で

申
込
方
法
、
そ
の
他
詳
細
は

市
両
工
水
産
制
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
(
商
工
水
産
融
)


